
授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業科目名 

  地域福祉と包括支援体制 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

名地 宙 

実務経験 

・病院・介護老人保健施設・デイサービス等におい

て、ソーシャルワーカーとして勤務。ご利用者・ご

家族からの相談及びサービス提供、各関係専門機関

との連携・調整業務を担当。 

・若者サポート支援センターにて、相談員として勤

務。ご利用者からの相談、各専門プログラムの提供、 

就労定着支援業務を担当。 

授業の回数 

   15 回 

時間数（単位数） 

  30 時間（2 単位） 

配当学年・時期 

１年・前期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

・地域福祉の基本的な概念や理念について理解する 

・外国における地域福祉のあゆみ・日本における地域福祉のあゆみについて理解する 

 （地域福祉の歴史・地域福祉研究者による福祉理論） 

・地域福祉の役割と実際、活動について理解する（地域福祉にはどのような専門機関・ 

専門職団体が存在し、どのような活動を行っているか。どのような専門職が存在するか、 

地域福祉計画についての理解） 

［授業全体の内容の概要］ 

・授業は、テキストをメインに教員が作成した資料を補助として使用する 

・地域福祉の動向等に関しては必要な情報を検索し把握する。社会福祉関連法制に関しては、福

祉六法を使用し、条文の確認を行う 

・CSW として活動している豊中市社会福祉協議会・勝部麗子氏の動画を視聴する 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

・地域福祉の基本的な概念や理念について説明することができる。 

・諸外国や日本における地域福祉の歴史や理論について説明することができる。 

・地域福祉に実際に存在する専門機関・専門職団体・専門職について機関等のそれぞれの役割や

活動について説明することができる。 

 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数 （15 回までの場合はセル結合） 

 

１．地域福祉の定義、理念、海外における地域

福祉の起源について 

２．海外の地域福祉・イギリスにおける地域福

祉の発展について  

３．海外の地域福祉・アメリカにおける地域福

祉の発展について 

４．イギリスと日本におけるコミュニテイケア

の発展について 

５．イギリスと日本におけるコミュニテイケア

の発展について 

 

７．社会福祉協議会の成立・経過～日本の地域

福祉諸政策について 

８．地域福祉の主体と対象、活動内容について 

９．地域福祉の推進における法制（社会福祉法） 

10．地域福祉に係る組織、団体について① 

11．地域福祉に係る組織、団体について② 

12．地域福祉に係る専門職について 

13．地域福祉における社会資源や福祉ニーズの

把握方法について 

14．地域福祉における福祉サービスの評価・向



６．前半：日本における地域福祉理論について  

後半：ＣＳＷ勝部麗子氏の動画視聴  

 

上の取り組み 

15．福祉のまちづくりと福祉教育について 

期末考査 

［使用テキスト・参考文献］ ・山本美香著 『地域福祉と包括支援体制』 株式会社弘文堂 

 2022 年 3 月発行 価格：2,500 円＋税 

 ISBN-10 433561215Ｘ 

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点

を算出し、学内共通の基準による絶対評価を行う。 

１．考査点(85％) 

・到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テスト

を編集した期末考査により算出する。 

２．平常点(15％) 

・授業への参加状況では、居眠りをしているか授業に積極的に参

加しているかについて評価する（10％） 

・提出課題がある場合において、期日までに提出されているかを

重点に評価する（5％） 

 



授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業科目名 

  Word・PowerPoint 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

後藤 由之 
実務経験 

 

授業の回数 

   15 回 

時間数（単位数） 

  30 時間（2 単位） 

配当学年・時期 

1 年・前期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

１ Word 文書の作成・処理の基礎的知識やスキルを身に付ける 
２ PowerPoint スライド資料の作成と基本的な知識を身に付ける 
 

［授業全体の内容の概要］ 

Word 文書の作成に関する知識や、PowerPoint のスライド資料の作成に関する知識
を身につけ、独力で作成できるようになる。 
授業は主にテキストを使って進めていく。 

 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

・Word を使って文書を作成できる 

・PowerPoint を使ってスライド資料を作成できる 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数 

1．Word2021 の説明、起動など 

2．Word 文書作成 その① 

3．Word 文書作成 その② 

4．Word 文書作成 その③ 

5．Word 文書作成 その④ 

6．Word 文書作成 その⑤ 

7．Word 文書作成 その⑥ 

8．PowerPoint2021 の説明、起動など 

9． スライド作成 その① 

10．スライド作成 その② 

11．スライド作成 その③  

12．スライド作成 その④ 

13．スライド作成 その⑤ 

14．スライド作成 その⑥  

15．期末考査 

［使用テキスト・参考文献］  30 時間でマスター Office2021（実教出版） 

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点

を算出し、学内共通の基準による絶対評価を行う。 

 

１．考査点(90％) 

Word に関する期末考査と、PowerPoint 課題の提出の内容を評

価し、算出する 

 

２．平常点(10％) 

授業態度や課題の実施具合について評価する 

 

 



授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業科目名 

  コミュニケーション実践 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

川本 公代 
実務経験 

訪問介護員 4 年 ディスクゴルフ指導員 3 年 

レクリエーション・インストラクター19 年 

授業の回数 

   16 回 

時間数（単位数） 

  ３０時間（１単位） 

配当学年・時期 

１年・前期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

・自己覚知と聴くことの大切さを知りコミュニケーションを図ることができる。 

・基本的なビジネスマナーを身に付ける。 

［授業全体の内容の概要］ 

・グループワークで自己覚知を学ぶ。 

・社会人としての知識の習得を深め、時間内のテストで理解度を確認する。 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

・ビジネスマナーが身についた言動ができる。 

・自分を理解した上で相手の気持ちを受けとめた関わりができる。 

 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数  

 

１．コミュニケーションとは何かを知る 

２．自分を知る  

３．自分の世界を広げる   

４．相手を理解する 

５．聴く技術を知る 

６．心理学を活かしたコミュニケーションを 

学ぶ 

７．適切なコミュニケーションを図ることがで

きる 

８．働く意識を持つ 

 

９．プロ意識を高める 

10．仕事中の態度とマナーを学ぶ 

11．職場での基本ルールとマナーを学ぶ 

12．指示の受け方と報告・連絡・相談 

13．介護施設・福祉施設のマナー 

14．在宅のマナーを理解する 

15．挨拶と身だしなみの基本がわかる 

16.期末考査 

 

［使用テキスト・参考文献］ 介護福祉スタッフマナー基本テキスト 

日本能率協会マネジメント協会 

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点

を算出し、学内共通の基準による絶対評価を行う。 

１．考査点(90％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テスト

を編集した期末考査により算出する。 

２．平常点(10％) 

・提出課題において、到達目標の６割以上に達している点を評 

価する（10％）。 

 



授 業 概 要 

（こども保育科） 

授業科目名 

  介護職員初任者研修Ⅱ（立花担当） 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

立花 匡真 
実務経験 

 

授業の回数 

   ８回 

時間数（単位数） 

  16 時間（１単位） 

配当学年・時期 

１年・前期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

①介護職員初任者が踏まえるべきコミュニケーション技術を理解する 

②介護職員初任者が踏まえるべき老化について理解する 

③介護において認知症を理解することにより、認知症介護の原則を理解する 

④介護職員初任者が踏まえるべき障害に関する概念・制度・法律を理解する 

⑤介護職員初任者が踏まえるべき障害の疾患や症状を知り、その介護の基本を理解する 

 

［授業全体の内容の概要］ 

①介護職員初任者に必要な介護保におけるコミュニケーションとチームワークの在り方、老

化に伴う心の変化や高齢者の健康についての知識を学習する 

②正しく認知症を理解するとともに介護において認知症ケアの理念や視点を理解できる 

③本人と家族の支援を理解できる  

➃障害の概念とは何かを学ぶ 

➄障害者を支える制度や仕組み・法律について理解する 

➅障害の疾患や症状、介護における留意点について理解する 

⑦障害者を正しく理解し介護の基本姿勢を理解する 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

上記の知識について、基本的な理解を深め、業務の基盤をなす知識として定着している 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数 （15 回までの場合はセル） 

 
第１回 老化に伴うこころとからだの変化と日常① 
第２回 老化に伴うこころとからだの変化と日常① 
第３回 高齢者の健康① 
第４回 高齢者の健康② 
第５回 介護におけるコミュニケーション① 
第６回 介護におけるコミュニケーション② 
第７回 介護におけるチームのコミュニケーション① 
第８回 介護におけるチームのコミュニケーション② 

［使用テキスト・参考文献］ 『生活事例からはじめる社会福祉』吉田 眞理 著／青踏社  

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点

を算出し、学内共通の基準による絶対評価を行う。 

１．考査点(85％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した配布プリン

ト（授業補助プリント及び確認テスト）を編集した期末考査に

より算出する。 

２．平常点(15％) 

・授業態度を点数化したもの（５％）。 

・確認試験が、到達目標の６割以上に達している点を評価する

（10％）。 

 



授 業 概 要 

                       （社会福祉科） 

授業のタイトル（科目名） 

介護職員初任者研修Ⅰ 

授業の種類 

（ 講義・ 演習 ・実技） 

授業担当者 

前原 良彦 
実務経験  

授業担当者 

名地 宙 
実務経験 

ステップアップ相談員 3 年 支援相談員 2 年  

生活相談員 3 年   

授業担当者 

川本 公代 
実務経験 

訪問介護員 4 年 ディスクゴルフ指導員 3 年 

レクリエーション・インストラクター19 年 

授業の回数 

  ２０回 

時間数（単位数） 

 ２０時間（1 単位） 

配当学年・時期 

１年 前期 

必修・選択 

 

［授業の目的・ねらい］ 

・介護職員初任者が踏まえるべき職務を理解する  

・介護職員初任者が踏まえるべき介護の基本を理解する  

・介護保険による居宅サービス・施設サービスの種類と、サービスが提供される場の特性  

 を理解する 

・介護保険外のサービスの種類とサービスが提供される意義や目的を理解する  

・介護環境の特徴（施設と在宅の違い、地域包括ケアの方向性など）について理解する  

・多職種連携の目的を学び、利用者を支援する様々な専門職について理解する  

・介護職自身の健康管理の方法（病気や障害の予防と対策）について理解する  

・介護保険制度の基本的なしくみを理解する  

・リハビリテーションの理念と考え方について理解する  

・障害者支援制度の基本的なしくみについて理解する 

 

［授業全体の内容の概要］ 

・介護職員の知識について、基本的な理解を深め、業務の基盤をなす知識として定着して

いる 

・介護保険サービスの種類と内容について説明できる 

・介護環境の特徴や違いについて説明できる  

・多職種連携の目的を理解し様々な専門職について説明できる  

・介護保険制度の基本的なしくみについて説明できる 

・様々なリハビリテーションの種類について説明できる  

・障害者支援制度の基本的なしくみについて説明できる  

 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］上記の知識について、基本的な理解を深め、業務

の基盤をなす知識として定着している  

 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数  

１.人権と尊厳を支える介護  ①人権と

尊厳の保持 

２.人権と尊厳を支える介護 

②人権と尊厳を支える介護 ③ＩＣＦ

➃ＱＯＬ、➄ノーマライゼーション 

３.第１節 人権と尊厳を支える介護   

➄虐待防止・身体拘束禁止 

 

12.介護の基本 介護職の役割、専門性と多

職種との連携②  

13.介護の基本 介護における安全の確保と

リスクマネジメント① 

14.介護の基本 介護における安全の確保と

リスクマネジメント② 

15.介護・福祉サービスの理解と医療の連携 

介護保険制度① 



４.自立に向けた介護  １自立支援 

５.自立に向けた介護  ２介護予防 

６.障害の医学的側面の基礎的知識 

７.職務の理解①多様なサービスの理解   

８.職務の理解②多様なサービスの理解     

９.職務の理解に関するＤＶＤ視聴 

10.職務の理解 介護職の仕事内容や 

働く現場の理解 

11.介護の基本 介護職の役割、専門性と 

多職種連携① 

 

 

16.介護・福祉サービスの理解と医療の連携 

介護保険制度② 

17.介護・福祉サービスの理解と医療の連携 

医療との連携とリハビリテーション   

18.介護・福祉サービスの理解と医療の連携

障害者自立支援制度及びその他の制度① 

19.介護・福祉サービスの理解と医療の連携

障害者自立支援制度及びその他の制度② 

20.介護・福祉サービスの理解と医療の連携

障害者自立支援制度及びその他の制度③ 

21.期末考査 

 

［使用テキスト・参考文献］ 

 

介護職員初任者研修テキスト（中央法規） 

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による

総合点を算出し、学内共通の基準による絶対評価を行う。 

１．考査点(85％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認

テストを編集した期末考査により算出する。  

２．平常点(15％) 

・授業への参加状況では発言回数が複数回である点を評

価する。（５％）  

・提出課題において、到達目標の６割以上に達している

点を評価する（10％）。  

 



授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業科目名 

 初任者研修Ⅱ 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

立花 匡真 
実務経験 

 

授業担当者 

  前原 良彦 
実務経験 

 

授業担当者 

大矢アキ子 
実務経験 

 

授業の回数 

   15 回 

時間数（単位数） 

  30 時間（１単位） 

配当学年・時期 

１年・前期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

①介護職員初任者が踏まえるべきコミュニケーション技術を理解する 

②介護職員初任者が踏まえるべき老化について理解する 

③介護において認知症を理解することにより、認知症介護の原則を理解する 

④介護職員初任者が踏まえるべき障害に関する概念・制度・法律を理解する 

⑤介護職員初任者が踏まえるべき障害の疾患や症状を知り、その介護の基本を理解する 

 

［授業全体の内容の概要］ 

①介護職員初任者に必要な介護保におけるコミュニケーションとチームワークの在り方、老

化に伴う心の変化や高齢者の健康についての知識を学習する 

②正しく認知症を理解するとともに介護において認知症ケアの理念や視点を理解できる 

③本人と家族の支援を理解できる  

➃障害の概念とは何かを学ぶ 

➄障害者を支える制度や仕組み・法律について理解する 

➅障害の疾患や症状、介護における留意点について理解する 

⑦障害者を正しく理解し介護の基本姿勢を理解する 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

上記の知識について、基本的な理解を深め、業務の基盤をなす知識として定着してい

る 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数  

１．第５章 介護におけるコミュニケーシ

ョン① 

２. 介護におけるコミュニケーション② 

３. 介護におけるチームのコミュニケー

ション① 

４. 第５章 介護におけるチームのコミ

ュニケーション② 

５. 第６章 老化に伴うこころ① 

６. 老化に伴うこころ② 

７. 高齢者の健康① 

８. 高齢者の健康② 

９．認知症を取り巻く状況 認知症とは何か 

認知症介護の歴史  

10. 医学的側面からみた認知症/認知症の人の

行動・心理症状/認知症の原因疾患診断と治療 

11. 認知症の人に対する介護 認知症の人のこ

ころとからだ 環境が与える影響/認知症介

護・非薬物療法 

12. 家族支援 /認知症の人と家族の現状 /  

認知症の人と家族を支える/行政の取り組み 

13. 障害の概念、ＩＣＦ、障害者福祉の 

基本理念 

14.視覚障害、聴覚平衡機能障害、音声・言 

語・咀嚼機能障害、肢体不自由、内部障害 

15.障害の受容、知的障害、精神障害、高次



脳機能障害、発達障害  

16.期末考査 

［使用テキスト・参考文献］ 介護職員初任者研修テキスト１ ２ 

中央法規出版 

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点

を算出し、学内共通の基準による絶対評価を行う。 

１．考査点(85％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テスト

を編集した期末考査により算出する。 

２．平常点(15％) 

・授業への参加状況では発言回数が複数回である点を評価する。

（５％） 

・提出課題において、到達目標の６割以上に達している点を評 

価する（10％）。 

 



授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業科目名 

  初任者研修Ⅲ 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

大矢 アキ子 実務経験  

授業担当者 

前原 良彦 実務経験  

授業担当者 

名地 宙 
実務経験 

ステップアップ相談員3年 支援相談員2年  

生活相談員3年   

授業担当者 

川本 公代 
実務経験 

訪問介護員4年 ディスクゴルフ指導員3年 

レクリエーション・インストラクター20年 

授業担当者 

 佐藤 由香 
実務経験 介護職員10年 介護支援専門員7年 

授業担当者授業の回数 

   56回 

時間数（単位数） 

  30時間（２単位） 

配当学年・時期 

１年・前期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

・理論や法的根拠に基づく介護の基本的な考え方を理解できる 

・介護技術の根拠となる「こころのしくみ・からだのしくみ」に関する知識を習得する 

・利用者に合った身支度の方法を理解する 

・睡眠に関するこころとからだのしくみを理解する 

・終末期のとらえ方を学ぶ 

・家事援助の実際を具体的に理解する 

・安心して快適に生活するために必要な環境の整備とは何かについて学ぶ 

・住まいにおける安心・快適な屋内環境の確保の仕方について学ぶ 

・高齢者や障害のある人が生活するなかで、住宅改修や福祉用具を利用する意味や視点を学ぶ 

・入浴・清潔保持の基礎を理解する 

・移動・移乗の介助の様々な方法を知る 

・食事の介助の大切さを理解する 

・事例をもとに介護の実際を知る 

・事例からどのような介護が必要か理解する 

［授業全体の内容の概要］ 

・理論を学びそれを実技に活かして体験的に学ぶ 

・利用者が自分らしい生活に必要な用具や住宅等のその使用方法を理解する 

・事例から利用者の自己実現に基づいた介護を理解する 

 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

・理論に基づく介護を理解できる 

・法的根拠を理解できる 

・介護に関するこころのしくみを理解できる 

・介護に関するからだのしくみを理解できる 

・ベッドを順序良く整えることができる 

・身支度（着替え）の支援ができる 

・睡眠と健康の関係が説明できる 

・家事援助の内容とそのポイントがわかる  

・日本の住宅構造の問題点を挙げ、その改善方法を説明できる 

・イラストを見て、用具名、パーツ名を答えることができる 



・事例から適切な介護の方法を選択できる 

・事例から適切な介護を実施することができる  

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数 （15回までの場合はセル結合） 

1.介護の理論 介護の概念・定義介護の歴史 

2.法的根拠にもとづく介護 介護の法的根拠 介護

福祉士        

3.こころのしくみの理解1          

4.こころのしくみの理解2 

5.こころのしくみの理解3 

6.からだのしくみの理解1 

7.からだのしくみの理解2 

8.からだのしくみの理解3 

9.家事援助 調理・栄養 

10.栄養と献立 

11.洗濯・ゴミ捨て 

12.衣服の管理 

13.買い物・家計管理 

14.安心で快適な生活の場づくり① 

15.安心で快適な生活の場づくり② 

16.福祉用具の活用 

17.ベッドメーキング 

18.ベッドメーキング 身支度を整える意味  

19. 整容に関連したこころとからだのしくみと自立

に向けた援助 

20.睡眠に関する基礎知識 睡眠不足が及ぼす影響 

23.終末期の理解・苦痛の少ない死への支援 

24.入浴、清潔保持に関連したこころとからだのしく

みと自立に向けた援助    

25.入浴の方法 説明 

26.手浴・足浴実技 清拭の説明 ＊次回の準備物連

絡         

27.家庭での洗髪 入浴の介助ケリーパッドの作り方  

28.移動・移乗 実技 ベッド上 

29.移動・移乗 実技 ベッド上 

30.移動・移乗 実技 ベッド上から車いす 

 

 

31.移動・移乗 実技 車いすからベッド 

32.移動・移乗 実技 車いすの操作と誘導 

33.移動・移乗 実技車いすの段差越えと移動   

34.移動・移乗 実技 屋外での車いす誘導 

35.移動・移乗 実技 移動・移乗の用具 

36.移動・移乗 実技 まとめ 

37.食事 実技 嚥下 

38.食事 実技 食事の果たす役割  

39.食事 実技 食事介助 

40.食事 実技 食事介助 

41.排泄 実技 オムツ交換 

42.排泄 実技  オムツ交換 

43.排泄 実技ベッドからポータブルトイレ 

44.排泄 実技 排泄に関する用具 

45.介護過程の基礎理解１ 事例検討 

46.介護過程の基礎理解１ 事例検討 

47.介護過程の基礎理解  まとめ 

48.介護過程の基礎理解    発表 

49.総合生活支援技術演習 事例検討１・実技 

50.総合生活支援技術演習 事例検討２・実技 

51総合生活支援技術演習 事例検討２・実技 

52.まとめ 発表 

53. ７職務の理解 多様なサービスの理解① 

54．職務の理解 多様なサービスの理解②     

55．職務の理解に関するＤＶＤ視聴 

56.職務の理解 介護職の仕事内容や働く現場の理解 

57.介護の基本 介護職の役割、専門性と多職種との

連携① 

58.介護の基本 介護職の役割、専門性と多職種との

連携②  

59.介護の基本 介護における安全の確保とリスクマ 

 ネジメント① 

60.介護の基本 介護における安全の確保とリスクマ

ネジメント② 

61.期末考査 

 

 

 

［使用テキスト・参考文献］ 初任者研修テキスト２ 

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が80％以上の者に対して、以下の配点による総合点を算出し、

学内共通の基準による絶対評価を行う。 

１．考査点(85％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テストを編集し

た期末考査により算出する。 

２．平常点(15％) 



・授業への参加状況では発言回数が複数回である点を評価する。（５％） 

・提出課題において、到達目標の６割以上に達している点を評 

価する（10％）。 

 



授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業科目名 

 福祉住環境コーディネーター 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

 名地 宙 

実務経験 

・病院・介護老人保健施設・デイサービス等におい

て、ソーシャルワーカーとして勤務。ご利用者・ご

家族からの相談及びサービス提供、各関係専門機関

との連携・調整業務を担当。 

・若者サポート支援センターにて、相談員として勤

務。ご利用者からの相談、各専門プログラムの提供、 

就労定着支援業務を担当。 

授業の回数 

   30 回 

時間数（単位数） 

  60 時間（２単位） 

配当学年・時期 

１年・後期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

・福祉住環境に関する基礎知識を学ぶ。 

・福祉住環境コーディネーター3 級の合格。 

 

［授業全体の内容の概要］ 

・授業は、テキストをメインに教員が作成した資料を補助として使用する 

・過去問演習に関しては、グループになり実施する 

 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

・過去問正答率 80％以上 

 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数 （15 回までの場合はセル結合） 

 

１．検定試験について 少子高齢社会と共生社

会への道 

２．福祉住環境整備の重要性・必要性 

３．在宅生活の維持とケアサービス 

４．第 1 章テスト 

５．高齢者の健康と自立 

６．障害者が生活の不自由を克服する道 

７．第 2 章テスト 

８．バリアフリーとユニバーサルデザインを考

える 

９．生活を支えるさまざまな用具（１） 

10．生活を支えるさまざまな用具（２） 

11．第 3 章テスト 

12．住まいの整備のための基本技術 

13．生活行為別に見る安全・安心快適な住ま     

 

16. 安心できる住生活 

17．安心して暮らせるまちづくり 

18．第 5 章のテスト 

19．第 36 回（過去問） 

20．第 37 回 

21．第 38 回 

22．第 39 回 

23．第 40 回 

24．第 41 回 

25．第 42 回 

26．第 43 回 

27．予想模試１回 

28．予想模試２回 

29．予想模試３回 

30．まとめ・振り返り 



  い 

14．第 4 章のテスト 

15．ライフスタイルの多様化と住まい 

期末考査 

［使用テキスト・参考文献］ 東京商工会議所著  

『福祉住環境コーディネーター検定 3 級 公式テキスト』 

東京商工会議所発行 2022 年 2 月発行 価格：2,500 円＋税 

ISBN978-4-924547-65-0 

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点

を算出し、学内共通の基準による絶対評価を行う。 

１．考査点(85％) 

・到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テスト

を編集した期末考査により算出する。 

２．平常点(15％) 

・授業への参加状況では、居眠りをしているか授業に積極的に参

加しているかについて評価する（10％） 

・提出課題がある場合において、期日までに提出されているかを

重点に評価する（5％） 

 



授 業 概 要 

                       （学科） 

授業のタイトル（科目名） 

ソーシャルワークの基盤と

専門職 

授業の種類 

（ 講義・ 演習 ・実技） 

授業担当者 

川本公代 

授業の回数 

  30 回 

時間数（単位数） 

 60（2 単位） 

配当学年・時期 

1 年    後期 

必修・選択 

 

［授業の目的・ねらい］ 

・ソーシャルワークとは何かを理解する。 

・ソーシャルワーカーの仕事や意義について知る。 

・ソーシャルワークの展開の歴史を理解する。  

・ソーシャルワークにおける倫理の必要性について理解する。 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］  

・ソーシャルワークとは何かを説明できる。  

・社会福祉士の定義や義務・連携について法律を挙げて説明できる。  

・ソーシャルワークの発展と展開の歴史についてその過程と重要人物を挙げて説明できる。 

・ソーシャルワーカーになぜ倫理が必要かを説明できる。  

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］  

１ ソーシャルワークとは何か 人生体験の振り返り・未来予測→ソーシャルワークが 

社会的支えであることを理解する 

２ 社会福祉とソーシャルワーク 社会福祉の基盤となる考え（日本国憲法） 

              社会とのつながり・社会福祉とソーシャルワークの関係  

３ ソーシャルワークが求められる社会状況 様々な生活問題を知る（調べる） 

                     社会的要因・ソーシャルワークの必要性 

４ ソーシャルワークの視点と役割 生活や生き方を支える・人と環境の関係性 

５ ソーシャルワークが行われる場所 様々な場所や分野・専門職の活躍する場所・仕事  

                            （調べる・まとめる） 

６ 専門職の活躍する場所・仕事についてまとめ・発表  

７ ソーシャルワークとソーシャルワーカー 仕事と意義・やりがい  

８ ソーシャルワーカーの資格 国家資格の必要性 介護福祉士・精神保健福祉士 

                        （制定と法律の理解） 

９ 社会福祉士の役割と仕事 社会福祉士及び介護福祉士法の理解（調べる） 

              問題作成 

10 問題作成続き ①解く②解説③国家試験問題にチャレンジ   

11 ソーシャルワーカーの専門性 理想のソーシャルワーカー像（まとめる） 

12 模造紙にまとめる・発表 

13 ソーシャルワーカーを支える職能団体 活動・意義・役割 社会福祉士の行動規範 

14 ソーシャルワークのグローバル定義 内容の理解（果たすべき務め・行動・知識・実践） 

15 ソーシャルワークの誕生 社会状況・COS とセツルメント運動の違い 

16 問題作成 ①解く②解説③国家試験問題にチャレンジ 

17 ソーシャルワークの発展 各派の考え方の違い 発展の過程 問題作成 

18 問題作成続き ①解く②解説③国家試験問題にチャレンジ 

19 現在のソーシャルワーク 個人と社会を支える視点・ジェネラリスト・ソーシャルワーク  

20 問題作成 ①解く②解説③国家試験問題にチャレンジ 16～19 のまとめ   

21 ソーシャルワークを支える理念 一人ひとりの生活を支援する 

22 ＤＶＤ鑑賞 感想をまとめる 発表 

23 利用者本位とは何か バイステックの 7 原則 



24 自立支援とは何か 

25 ノーマライゼーションと社会的包摂 自殺の現状 

26 ソーシャルワークにおける倫理  定義・専門性との関係・倫理が必要な理由 

27 専門職と倫理綱領・倫理的ジレンマ 

28 個人や集団にかかわる・地域を対象とするソーシャルワーク  

29 スーパービジョンとコンサルテーション 

30 まとめ 

［使用テキスト・参考文献］ 

ソーシャルワークの基盤と専門職（ミネル

ヴァ書房） 

［単位認定の方法及び基準］ 

・教科出席率が 70％以上の者に対して、以下

の配点による総合点を算出し、学内共通の

基準による絶対評価を行う。 

１．考査点(90％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実

施した確認テストを編集した期末考査に

より算出する。 

２．平常点(10％) 

・提出課題において、到達目標の６割以上に

達している点を評価する（10％）。 

 



授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業科目名 

 ソーシャルワーク演習Ⅰ  
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

川本 公代 
実務経験 

訪問介護員 4 年 ディスクゴルフ指導員 3 年 

レクリエーション・インストラクター20 年 

授業の回数 

   16 回 

時間数（単位数） 

  30 時間（１単位） 

配当学年・時期 

１年・後期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

・これまで学んできた理論を基に専門職として実際の援助場面で活用していくための 

スキルを主体的に学ぶ。 

［授業全体の内容の概要］ 

・他者と関わりながら、自己覚知から自己理解・他者理解へ到達し、相談援助者にふさわしい 

資質を向上させる。 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

・演習における自己の観察から自己覚知しそれを文章化することができる。 

・言語的・非言語的コミュニケーションそれぞれの特性を知り他者の理解を深める。 

・事例をもとにストレングスやエンパワメントの視点で人と関わることができる。 

 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数 （15 回までの場合はセル結合） 

１． 自己理解と他者理解   

２. 共感の意味と深さ 

３．価値観の違い 

４．言語的コミュニケーション・非言語的 

コミュニケーション 

５．ソーシャルワークの価値 

６．ソーシャルワークの倫理 

７．記録技法 

８．アセスメント 

９．プランニング 

10.  ケースカンファレンス 

11.  効果と評価測定 

12. コミュニティワークのプロセス１ 

13. コミュニティワークのプロセス２ 

14. 傾聴 

15. 受容の意味  

16．期末考査 

 

［使用テキスト・参考文献］ ソーシャルワーク演習ワークブック 

（株）みらい 

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点

を算出し、学内共通の基準による絶対評価を行う。 

１．考査点(85％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テスト

を編集した期末考査により算出する。 

２．平常点(15％) 

・授業への参加状況では発言回数が複数回である点を評価する。

（５％） 

・提出課題において、到達目標の６割以上に達している点を評 

価する（10％）。 

 



授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業科目名 

 社会福祉援助技術演習Ⅰ  
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

川本 公代 
実務経験 

訪問介護員 4 年 ディスクゴルフ指導員 3 年 

レクリエーション・インストラクター19 年 

授業の回数 

   16 回 

時間数（単位数） 

  30 時間（１単位） 

配当学年・時期 

１年・後期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

・これまで学んできた理論を基に専門職として実際の援助場面で活用していくための 

スキルを主体的に学ぶ。 

［授業全体の内容の概要］ 

・他者と関わりながら、自己覚知から自己理解・他者理解へ到達し、相談援助者にふさわしい 

資質を向上させる。 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

・演習における自己の観察から自己覚知しそれを文章化することができる。 

・言語的・非言語的コミュニケーションそれぞれの特性を知り他者の理解を深める。 

・事例をもとにストレングスやエンパワメントの視点で人と関わることができる。 

 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数 （15 回までの場合はセル結合） 

１． 自己理解と他者理解   

２. 共感の意味と深さ 

３．価値観の違い 

４．言語的コミュニケーション・非言語的 

コミュニケーション 

５．ソーシャルワークの価値 

６．ソーシャルワークの倫理 

７．記録技法 

８．アセスメント 

９．プランニング 

10.  ケースカンファレンス 

11.  効果と評価測定 

12. コミュニティワークのプロセス１ 

13. コミュニティワークのプロセス２ 

14. 傾聴 

15. 受容の意味  

16．期末考査 

 

［使用テキスト・参考文献］ ソーシャルワーク演習ワークブック 

（株）みらい 

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点

を算出し、学内共通の基準による絶対評価を行う。 

１．考査点(85％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テスト

を編集した期末考査により算出する。 

２．平常点(15％) 

・授業への参加状況では発言回数が複数回である点を評価する。

（５％） 

・提出課題において、到達目標の６割以上に達している点を評 

価する（10％）。 

 



授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業科目名 

  障害者福祉 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

前原 良彦 
実務経験 

なし 

授業担当者 

   
実務経験 

 

授業の回数 

   30 回 

時間数（単位数） 

  60 時間（２単位） 

配当学年・時期 

１年・後期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

 障害の概念、障害者を取り巻く環境、法体系、障害者福祉制度、組織・機関、専門職の役割、

ネットワーキングを解説し障害者の相談援助の知識について学ぶ。 

［授業全体の内容の概要］ 

障害者福祉の歴史・生活実態・障害者総合支援法を含む 13 の身体,知的,精神,発達等障害者の支

援法・苦情解決・審査請求・障害児施策・相談支援・教育制度・専門職などを 30 回の授業の中で

1 回につき 1～2 の重要ポイントをつかみ、自分のものとすること。C-learning を通して定着。 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

１障害者関係の法律の成立の意義を説明できる。 

２障害児・者のおかれた歴史・背景・総数・現状について説明できる。 

３障害児・者のためにある法律や措置・支援制度の申請手続き・利用方法を覚える。 

４障害児・者のためにあるｻｰﾋﾞｽの違いを覚え、区別でき、利用できる。 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数  

１障がいとは？【導入】 

２障害者福祉の歴史１ 

３障害者福祉の歴史２ 

４障害者福祉の歴史３ 

５障害者福祉の歴史４ 

６障害者の実態 

７障害者基本法 

８障害者差別解消法 

９障害者虐待防止法 

10 ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝの範囲と限界 

11 身体障害者福祉法 

12 知的障害者福祉法 

13 精神保健福祉法 

14 発達障害者支援法 

15 障害者総合支援法①全体像 

16 障がいに関する講演会 

17 障害者総合支援法②認定手続き等 

18 障害者総合支援法③介護給付 



19 障害者総合支援法④訓練等給付／自立支援医療 

20 障害者総合支援法⑤補装具／地域生活支援事業 

21 障害者総合支援法⑥相談支援 

22 障害者雇用促進法 

23 課題作文作成 

24 課題作文作成 

25 ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝとﾎﾛｺｰｽﾄ 

26 ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝとﾎﾛｺｰｽﾄ 

27 戦後史証言 自立に向けた苦闘：障害者福祉 

28 車輪の一歩 

29 期末試験対策学習 

30 期末試験 

   

［使用テキスト・参考文献］ 

・社会福祉学習双書 2020 ④『障害者福祉』（発行所：全社協）  ISBN978-4-7935-1385-5 

 

［単位認定の方法及び基準］ 

・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点を算出し、学内共通の基準によ

る絶対評価を行う。 

１．考査点(85％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テストを編集した期末考査により算出

する。 

２．平常点(15％) 

・授業への参加状況では、C-learning の小テスト・ドリル・アンケート等を利用し、発言回数が

複数回である点を評価する。（５％） 

・提出課題（C-learning の小テスト・ドリル・アンケート等を利用）において、到達目標の６割

以上に達している点を評価する（10％）。 

 

 



授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業科目名 

  心理学 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

前原 良彦 
実務経験 

精神科の病院に 10 年ほど勤務。臨床心理士として主

にカウンセリング・心理検査を実施 

授業の回数 

   15 回 

時間数（単位数） 

  15 時間（1 単位） 

配当学年・時期 

1年・後期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

心理学の基本知識（認知・記憶・学習）について学習する。また、その基本知識の定着ととも

に、日常生活における心理学の応用部分にも触れる。 

人間の行動の欲求と動機づけがどのように心理学的に研究されてきているかについて学習す

る。さらに各自の性格や感受の発達的成長についても学習する。 

 

［授業全体の内容の概要］ 

 内容の講義に加えて、内容の確認ができるように確認テストを実施する。また授業内容に合わ

せてグループワークを実施し、学生それぞれが言葉を覚えるだけでなく体験的に知識を習得でき

るように進めていく 

 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

・ 心理学の基礎理論（認知・記憶・学習）の知識を深める。 

・ 心理学における発達的要因の知識を深める。 

・グループワークなどの体験を通して、日常生活において心理学がどのように活かせるかに 

ついて考えることができる 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数 

１．オリエンテーション、心理学とは 

２．感覚・知覚・認知 

３．学習と記憶 

４．学習と記憶（２） 

５．知能 

６．人間環境と集団 

７．対人交流とコミュニケーション 

８．発達の概念 

９．発達の概念（２） 

10．適応とストレス 

11．性格 

12．感情 13．欲求と動機づけ 

14．葛藤と欲求不満 

15．心理療法 

［使用テキスト・参考文献］ 

 

・「心理学理論と心理的支援」 社会福祉士養成講座編集委員会、

中央法規 

［単位認定の方法及び基準］ 

 

・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点

を算出し、学内共通の基準による絶対評価を行う。 

１．考査点(90％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テスト

を編集した期末考査により算出する。 

２．平常点(10％) 

・授業での発言や参加態度を評価する。 

 



授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業科目名 

  社会福祉の原理と政策 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

前原 良彦 
実務経験 

なし 

授業担当者 

  前原 良彦 
実務経験 

 

授業の回数 

   30 回 

時間数（単位数） 

  60 時間（２単位） 

配当学年・時期 

１年・前・後期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

 現代社会における（社会）福祉の意義を理解する。またその意義がいかなる歴史的経緯を踏ま

えて形成されてきたかを、イギリス及び日本の場合を例にとり、社会福祉の定義（概念）を明瞭

に学ぶ。 

［授業全体の内容の概要］ 

前期は現代社会における（社会）福祉の意義、またその意義の歴史的経緯形成、イギリス及び日

本の社会福祉の定義（概念）を 15 回の授業の中で、1 回につき 1～2 の重要ポイントをつかみ、

自分のものとすること。C-learning 小テスト等を通して定着。 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

１．現代社会において福祉がなぜ必要なのかを説明できる。 

２．「ナショナルミニマム」「劣等処遇の原則」などの基本用語を覚え、説明できる。 

３．福祉六法を制定順に覚え、日本の福祉体制の構築過程を説明できる。 

 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数  

 第 1 回 導入：「現代社会」がなぜ「福祉」を必要とするのか① 

第 2 回 導入：「現代社会」がなぜ「福祉」を必要とするのか② 

第 3 回  イギリス福祉制度の歴史① 

第 4 回 イギリス福祉制度の歴史② 

第 5 回 イギリス福祉制度の歴史③ 

第 6 回 イギリス福祉制度の歴史④ 

第 7 回 日本の福祉制度の歴史① 

第 8 回 日本の福祉制度の歴史② 

第 9 回 日本の福祉制度の歴史③ 

第 10 回 日本の福祉制度の歴史④ 

第 11 回 日本の福祉制度の歴史⑤ 

第 12 回 福祉制度と福祉政策① 

第 13 回 福祉制度と福祉政策② 

第 14 回 福祉制度と福祉政策③ 

第 15 回    期末考査 



 後期 

第 16 回 導入：序論① 

第 17 回 ニーズ論 ① 

第 18 回  ニーズ論 ② 

第 19 回 資源論 ① 

第 20 回 資源論 ② 

第 21 回 政策論 ① 

第 22 回 政策論 ② 

第 23 回 政策論（関連施策） 

第 24 回 糸賀一雄の哲学① 

第 25 回 糸賀一雄の哲学② 

第 26 回 正義論 ① 

第 27 回 正義論 ② 

第 28 回 正義論 ③ 

第 29 回 正義論 ④ 

第 30 回   後期授業のまとめ・後期試験 

［使用テキスト・参考文献］ 

・社会福祉士シリーズ④『社会福祉の原理と政策』第１刷（弘文堂）  ISBN978-4-335-61209-1 

 

［単位認定の方法及び基準］ 

・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点を算出し、学内共通の基準によ

る絶対評価を行う。 

１．考査点(85％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テストを編集した期末考査により算出

する。 

２．平常点(15％) 

・授業への参加状況では、C-learning の小テスト・ドリル・アンケート等を利用し、発言回数が

複数回である点を評価する。（５％） 

・提出課題（C-learning の小テスト・ドリル・アンケート等を利用）において、到達目標の６割

以上に達している点を評価する（10％）。 

 

 



授 業 概 要 
（社会福祉科） 

授業科目名 
  文章表現法 

授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 
立花 匡真 

実務経験 
 

授業の回数 
   31 回 

時間数（単位数） 
  62 時間（２単位） 

配当学年・時期 
１年・前後期 

（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 
①文章の内容を理解し、読み解き、主旨要旨をまとめる力を養成する 

②レポート作成に必要な知識と基礎的な技能を身に付ける 
［授業全体の内容の概要］ 
日本語の文章の言葉の規則を理解することで、論理力を身に付ける。さらには、要旨主旨

を読み解く技術を習得することで、大量の情報の書かれた文書から必要な情報を入手する

手立てを手に入れる。これらの知識をもとに、提出レポート作成の知識や技能につなげる。 
［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 
上記の知識について、基本的な理解を深め、業務の基盤をなす知識として定着している 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数  

１．「第１回 論理的に書くための六つのルール ①～③」 

２．「第２回 論理的に書くための六つのルール ①～③

（続き）」 

３．「第３回 論理的に書くための六つのルール ④～⑥」 

４．「「第４回 論理的に書くための六つのルール ④～⑥

（続き）」 

５．「第５回 考えを整理するためのその他の技術」 

６．「第６回 考えを整理するためのその他の技術（続き）」 

７．「第７回 論理力トレーニング ステップ１ 主観を

排する Ｑ１～Ｑ１６」 

８．「第８回 論理力トレーニング ステップ１ 主観を

排する Ｑ１～Ｑ１６（続き）」 

９．「第９回 論理力トレーニング ステップ１、２ Ｑ

１７～Ｑ３２」 

10．「第１０回 論理力トレーニング ステップ１、２ Ｑ

１７～Ｑ３２（続き）」 

11．「第１１回 論理力トレーニング ステップ２ Ｑ３

３～Ｑ４８」 

12．「第１２回 論理力トレーニング ステップ２ Ｑ３

３～Ｑ４８（続き）」 

13．「第１３回 論理力トレーニング ステップ２、３ Ｑ

４９、５０、要旨主旨をまとめる方法①」 

14．「第１４回 論理力トレーニング ステップ２、３ Ｑ

４９、５０、要旨主旨をまとめる方法①（続き）」 

15．「第１５回 文章を適切な順番に並び替える方法」 

16.「第１６回 文章まとめトレーニング①」 

17．「第１７回 文章まとめトレーニング②」 

18．「第１８回 文章上達の極意７則、作文の書き方」 

19．「第１９回 使ってはいけない言葉」 

20．「第２０回 分かりやすい文章を書く」 

21．「第２１回 正確な文章を書く、論理的な文章を書く」 

22．「第２２回 作文作成演習Ⅰ」 

23．「第２３回 作文作成演習Ⅱ」 

24．「第２４回 レポート作成のための基礎知識Ⅰ」 

25．「第２５回 レポート作成のための基礎知識Ⅱ」 

26．「第２６回 レポート作成のための基礎知識Ⅱ」 

27．「第２７回 提出レポート作成演習Ⅰ」 

28．「第２８回 提出レポート作成演習Ⅱ」 

29．「第２９回 提出レポート作成演習Ⅲ」 

30．プレテスト 

31．期末試験  

［使用テキスト・参考文献］ オリジナルプリント 

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点
を算出し、学内共通の基準による絶対評価を行う。 

１．考査点(85％) 

到達目標の修得状況を測るために、各回で実施した確認テスト
を編集した期末考査により算出する。 

２．平常点(15％) 

・授業への参加状況では発言回数が複数回である点を評価する。
（５％） 

・提出課題において、到達目標の６割以上に達している点を評 

価する（10％）。 
 



授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業科目名 

  レクリエーション支援の方法Ⅰ 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習 ） 

授業担当者 

川本 公代 
実務経験 

訪問介護員 4 年 ディスクゴルフ指導員 3 年 

レクリエーション・インストラクター20 年 

授業の回数 

   30 回 

時間数（単位数） 

  60 時間（２単位） 

配当学年・時期 

１年・通年 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 

・コミュニケーション能力の向上 

・人や自然と関わることの楽しさを実感し、レクリエーション計画に活かす。 

［授業全体の内容の概要］ 

 室内や屋外で楽しむことにより人を楽しませ、和ませる方法を会得する。 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

・いろいろなレクリエーションの素材を知り、実践に応用することができる。 

・楽しみながら学び、人を楽しませるためのレクリエーションを実施することができる。 

 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］コマ数 

１．自己紹介ゲーム 

２．俳句を作り短冊に書く 

３． カレンダー製作（4 月～9 月） 

４．体を動かすレクリエーションⅠ 

５．楽しいゲーム  

６．自然の中で楽しむ（越後丘陵公園） 

７．   〃 

８．   〃 

９．自然の中で学ぶ（悠久山）  

10．  〃  

11．振り返り  

12．新聞紙でタワーを作る  

13．レクリエーションを考える  

14．先輩のレクリエーションを体験する 

15．レクリエーションを披露する・振り返り 

 

１．カレンダー製作（10 月～3 月） 

２．体を動かすレクリエーションⅡ  

３．公園で自然を感じる 

４．公園で探してきたもので作る 

５．レクリエーションを計画する   

６．レクリエーションを実施する  

７．クリスマスのカードを作る  

８．クリスマスリースを作る  

９．クリスマスパーティーを企画する 

10．     〃 

11．クリスマスパーティー  

12．折り紙で楽しむ  

13．お手玉を作る   

14．お手玉で遊ぶ 

15．振り返り 

  

［使用テキスト・参考文献］ ゲーム 204 

［単位認定の方法及び基準］ ・教科出席率が 80％以上の者に対して、以下の配点による総合点

を算出し、学内共通の基準による絶対評価を行う。 

１．考査点(60％) 

到達目標の修得状況を測るために、作品提出により算出する。 

２．平常点(20％) 

・授業時間において、到達目標の６割以上に達している点を評 

価する（40％）。 

 



授 業 概 要 

（社会福祉専攻科） 

授業科目名 

  社会学と社会システム 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

立花 匡真 
実務経験 

 

授業の回数 

   32回 

時間数（単位数） 

  64時間（１単位） 

配当学年・時期 

１年・前後期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 
 １ 社会学の理論の概要を把握する 
 ２ 国家試験に合格するための基礎学力を身に付ける  

［授業全体の内容の概要］ 
担当科目の内容を理解できるよう要点を絞ったプリントを使い解説し、基礎的な内容を把

握できるよう確認試験を解答させる 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 
１ 過去問題が解けるようになる 

２ 確認試験で知識を確実に身に付ける 

３ 社会学の観点から映画を鑑賞する 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
［使用テキスト・参考文献］ 
最新 社会福祉士養成講座 
３ 社会学と社会システム 中央法規 

［単位認定の方法及び基準］ 
・期末試験による評価 

  

ｺﾏ数 テーマ ｺﾏ数 テーマ 

１ 
１．①社会学の視点（１）社会学の歴史と対

象 １７ 
15．②社会構造と変動（15）地域Ⅲ 

２ 
２．②社会構造と変動（１）社会システムⅠ 

１８ 
16．③市民社会と公共性（１）社会政策と社

会問題 

３ 
３．②社会構造と変動（２）社会システムⅡ 
 １９ 

17．③市民社会と公共性（２）差別と偏見 

４ 
４．②社会構造と変動（３）社会システムⅢ 

２０ 
18．④生活と人生（１）家族とジェンダーⅠ 

５ 
５．②社会構造と変動（４）組織と集団Ⅰ 

２１ 
19．④生活と人生（２）家族とジェンダーⅡ 

６ 
６．②社会構造と変動（５）組織と集団Ⅱ 

２２ 
20．④生活と人生（３）家族とジェンダーⅢ 

７ 
７．②社会構造と変動（６）組織と集団Ⅲ 

２３ 
21．④生活と人生（４）健康 

８ 
８．②社会構造と変動（７）人口 

２４ 
22．④生活と人生（５）労働 

９ 
９．②社会構造と変動（８）グローバリゼー

ション（９）環境 ２５ 
23．④生活と人生（６）世代 

１０ 
10．②社会構造と変動（10）社会変動Ⅰ 

２６ 
24．⑤自己と他者（１）自己と他者 

１１ 
11．②社会構造と変動（11）社会変動Ⅱ 

２７ 
25．⑤自己と他者（２）社会化 

１２ 
12．②社会構造と変動（12）社会変動Ⅲ 

２８ 
26．⑤自己と他者（３）相互行為 

１３ 
13．②社会構造と変動（13）地域Ⅰ 

２９ 
社会学的視点からの映画鑑賞授業その１ 

１４ 
14．②社会構造と変動（14）地域Ⅱ 

３０ 
社会学的視点からの映画鑑賞授業その２ 

１５ プレテスト ３１ プレテスト 

１６ 前期期末試験 ３２ 後期期末試験 

 



授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業科目名 

  社会学と社会システム 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

立花 匡真 
実務経験 

 

授業の回数 

   32回 

時間数（単位数） 

  64時間（１単位） 

配当学年・時期 

２年・前後期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 
 １ 社会学の理論の概要を把握する 
 ２ 国家試験に合格するための基礎学力を身に付ける  

［授業全体の内容の概要］ 
担当科目の内容を理解できるよう要点を絞ったプリントを使い解説し、基礎的な内容を把

握できるよう確認試験を解答させる 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 
１ 過去問題が解けるようになる 

２ 確認試験で知識を確実に身に付ける 

３ 社会学の観点から映画を鑑賞する 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
［使用テキスト・参考文献］ 
最新 社会福祉士養成講座 
３ 社会学と社会システム 中央法規 

［単位認定の方法及び基準］ 
・期末試験による評価 

  

ｺﾏ数 テーマ ｺﾏ数 テーマ 

１ 
１．①社会学の視点（１）社会学の歴史と対

象 １７ 
15．②社会構造と変動（15）地域Ⅲ 

２ 
２．②社会構造と変動（１）社会システムⅠ 

１８ 
16．③市民社会と公共性（１）社会政策と社

会問題 

３ 
３．②社会構造と変動（２）社会システムⅡ 
 １９ 

17．③市民社会と公共性（２）差別と偏見 

４ 
４．②社会構造と変動（３）社会システムⅢ 

２０ 
18．④生活と人生（１）家族とジェンダーⅠ 

５ 
５．②社会構造と変動（４）組織と集団Ⅰ 

２１ 
19．④生活と人生（２）家族とジェンダーⅡ 

６ 
６．②社会構造と変動（５）組織と集団Ⅱ 

２２ 
20．④生活と人生（３）家族とジェンダーⅢ 

７ 
７．②社会構造と変動（６）組織と集団Ⅲ 

２３ 
21．④生活と人生（４）健康 

８ 
８．②社会構造と変動（７）人口 

２４ 
22．④生活と人生（５）労働 

９ 
９．②社会構造と変動（８）グローバリゼー

ション（９）環境 ２５ 
23．④生活と人生（６）世代 

１０ 
10．②社会構造と変動（10）社会変動Ⅰ 

２６ 
24．⑤自己と他者（１）自己と他者 

１１ 
11．②社会構造と変動（11）社会変動Ⅱ 

２７ 
25．⑤自己と他者（２）社会化 

１２ 
12．②社会構造と変動（12）社会変動Ⅲ 

２８ 
26．⑤自己と他者（３）相互行為 

１３ 
13．②社会構造と変動（13）地域Ⅰ 

２９ 
社会学的視点からの映画鑑賞授業その１ 

１４ 
14．②社会構造と変動（14）地域Ⅱ 

３０ 
社会学的視点からの映画鑑賞授業その２ 

１５ プレテスト ３１ プレテスト 

１６ 前期期末試験 ３２ 後期期末試験 

 



授 業 概 要 

（社会福祉科） 

授業科目名 

  社会学と社会システム 
授業の種類（  講義 ・ 演習 ・ 実習  ） 

授業担当者 

立花 匡真 
実務経験 

 

授業の回数 

   32回 

時間数（単位数） 

  64時間（１単位） 

配当学年・時期 

２年・前後期 
（ 必修・ 選択 ） 

［授業の目的・ねらい］ 
 １ 社会学の理論の概要を把握する 
 ２ 国家試験に合格するための基礎学力を身に付ける  

［授業全体の内容の概要］ 
担当科目の内容を理解できるよう要点を絞ったプリントを使い解説し、基礎的な内容を把

握できるよう確認試験を解答させる 

［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 
１ 過去問題が解けるようになる 

２ 確認試験で知識を確実に身に付ける 

３ 社会学の観点から映画を鑑賞する 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
［使用テキスト・参考文献］ 
最新 社会福祉士養成講座 
３ 社会学と社会システム 中央法規 

［単位認定の方法及び基準］ 
・期末試験による評価 

  

ｺﾏ数 テーマ ｺﾏ数 テーマ 

１ 
１．①社会学の視点（１）社会学の歴史と対

象 １７ 
15．②社会構造と変動（15）地域Ⅲ 

２ 
２．②社会構造と変動（１）社会システムⅠ 

１８ 
16．③市民社会と公共性（１）社会政策と社

会問題 

３ 
３．②社会構造と変動（２）社会システムⅡ 
 １９ 

17．③市民社会と公共性（２）差別と偏見（３）
災害と復興 

４ 
４．②社会構造と変動（３）社会システムⅢ 

２０ 
18．④生活と人生（１）家族とジェンダーⅠ 

５ 
５．②社会構造と変動（４）組織と集団Ⅰ 

２１ 
19．④生活と人生（２）家族とジェンダーⅡ 

６ 
６．②社会構造と変動（５）組織と集団Ⅱ 

２２ 
20．④生活と人生（３）家族とジェンダーⅢ 

７ 
７．②社会構造と変動（６）組織と集団Ⅲ 

２３ 
21．④生活と人生（４）健康 

８ 
８．②社会構造と変動（７）人口 

２４ 
22．④生活と人生（５）労働 

９ 
９．②社会構造と変動（８）グローバリゼー

ション（９）環境 ２５ 
23．④生活と人生（６）世代 

１０ 
10．②社会構造と変動（10）社会変動Ⅰ 

２６ 
24．⑤自己と他者（１）自己と他者 

１１ 
11．②社会構造と変動（11）社会変動Ⅱ 

２７ 
25．⑤自己と他者（２）社会化 

１２ 
12．②社会構造と変動（12）社会変動Ⅲ 

２８ 
26．⑤自己と他者（３）相互行為 

１３ 
13．②社会構造と変動（13）地域Ⅰ 

２９ 
社会学的視点からの映画鑑賞授業その１ 

１４ 
14．②社会構造と変動（14）地域Ⅱ 

３０ 
社会学的視点からの映画鑑賞授業その２ 

１５ プレテスト ３１ プレテスト 

１６ 前期期末試験 ３２ 後期期末試験 

 


